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41段階の掛金率低 高

■加入申込期間・補償期間・対象となる主な災害

当年産の収穫物は
補償対象になりません。

万が一の災害に備えて、
果樹共済に加入しましょう!

加入申
込期間

加入申込期間 【補償期間】

【補償期間】◀花芽の
　形成期

収穫期
▶

◀花芽の
　形成期

収穫期
▶

ぶどう

もも
すもも

対象となる主な災害

月

年 平成31年（申込年） 平成32年（収穫年）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

台風によ
る枝折れ
など

冬期間
の凍害
など

凍霜害
ひょう
害など

収穫期
の台風
など

　

平
成
32
年
産
ぶ
ど
う
・
も
も
・
す
も
も
の
加
入
受
付
を
し
て

い
ま
す
。

　
果
樹
共
済
で
は
、
平
成
31
年
産
の
加
入
申
込
み
は
３
月
を
も

っ
て
終
了
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
平
成
32
年
産
の
半
相
殺
減
収

総
合
一
般
方
式
（
ぶ
ど
う
）
お
よ
び
災
害
収
入
共
済
方
式
（
ぶ

ど
う
・
も
も
・
す
も
も
）
の
加
入
を
受
付
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
加
入
方
式
は
、
花
芽
の
形
成
期
か
ら
翌
年
の
収
穫
期
ま

で
を
補
償
期
間
と
す
る
も
の
で
、
収
穫
期
の
台
風
な
ど
に
よ
る

災
害
に
加
え
、
冬
期
間
の
災
害
や
前
年
の
台
風
等
に
よ
る
枝
折

れ
な
ど
に
よ
る
減
収
も
補
償
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
31
年
産
水
稲
共
済
加
入
申
込
書
の
取
り
ま
と
め
時
期
で
す
。

　
水
田
営
農
計
画
書
と
の
一
体
化
帳
票
に
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。（
一
部
地
域
で
は
一
体

化
帳
票
を
使
用
し
な
い
市
町
村
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。）

　
加
入
申
込
書
は
５
月
１
日
（
南
信
お
よ
び
北
信
の
岳
南
・
岳
北
地
域
は
５
月
10
日
）で
す
。

　
な
お
、
掛
金
等
の
振
替
日
は
、
平
成
31
年
７
月
10
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

10
ａ
当
た
り
ご
負
担
共
済
掛
金
（
目
安
）

　
平
成
31
年
産
10
ａ
当
た
り
の
ご
負
担
共
済
掛
金

（
告
示
料
率
試
算
）は
、一
筆
方
式
の
７
割
補
償
で

１
１
８
円
で
あ
る
の
に
対
し
、
半
相
殺
方
式
の
７

割
補
償
に
一
筆
半
損
特
約
を
選
択
し
た
場
合
は
１

２
２
円
、
全
相
殺
方
式
の
７
割
補
償
に
一
筆
半
損

特
約
を
選
択
し
た
場
合
は
１
４
２
円
、
水
稲
品
質

方
式
７
割
補
償
に
一
筆
半
損
特
約
を
選
択
し
た
場

合
は
１
４
８
円
、
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
（
長

野
市
の
場
合
）
に
一
筆
半
損
特
約
を
選
択
し
た
場

合
は
１
４
２
円
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
負
担
い
た
だ
く
掛
金
の
掛
金
率
は
、

農
業
者
ご
と
に
過
去
の
共
済
金
の
受
取
り
状
況
に

よ
り
、
41
段
階
の
区
分
で
設
定
さ
れ
ま
す
。
被
害

が
少
な
い
方
は
、
表
１
で
示
す
掛
金
よ
り
安
い
掛

金
で
ご
加
入
い
た
だ
け
ま
す
。

　
な
お
、
ご
負
担
い
た
だ
く
掛
金
に
は
事
務
費
賦

課
金
と
し
て
、
10
ａ
当
た
り
75
円
、
地
域
イ
ン
デ

ッ
ク
ス
方
式
で
は
60
円
が
含
ま
れ
ま
す
。

※41段階の区分とは…
　被害（共済金の支払い）がなければ、段階が
下がります。段階の数字が小さいほど掛金率
が低く、大きいほど高くなります。

大
豆

半
相
殺
方
式

８
割（
ま
た
は
７
・
６
割
）補
償

大
豆

一
筆
方
式

７
割（
ま
た
は
６
・
５
割
）補
償

大
豆

全
相
殺
方
式

９
割（
ま
た
は
８
・
７
割
）補
償

そ
ば（
秋
そ
ば
）

全
相
殺
方
式

８
割（
ま
た
は
７
・
６
割
）補
償

大
豆
・
そ
ば（
秋
そ
ば
）

地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式

９
割（
ま
た
は
８
・
７
割
）補
償

　
ご
負
担
い
た
だ
く
掛
金
の
掛

金
率
は
農
業
者
ご
と
に
過
去
の

共
済
金
の
受
取
り
状
況
に
よ
り
、
41
段

階
の
区
分
で
設
定
さ
れ
ま
す
。
被
害
が

少
な
い
方
は
安
い
掛
金
で
ご
加
入
い
た

だ
け
ま
す
。

◆
主
な
改
正
内
容
に
つ
い
て

　

全
相
殺
方
式
の
出
荷
量

調
査
に
つ
い
て
、
青
色
申

告
に
よ
る
収
穫
量
や
乾
燥
調
製
施

設
（
自
己
保
有
の
施
設
を
除
く
）

か
ら
の
証
明
書
が
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

◆
加
入
申
込
期
間
に
つ
い
て

○
大
豆
標
準
播

　
４
月
15
日
〜
５
月
15
日

○
大
豆
晩
播

　
５
月
15
日
〜
６
月
25
日

○
そ
ば（
秋
そ
ば
）

　
６
月
15
日
〜
７
月
16
日

◆
ご
加
入
に
あ
た
っ
て

◎
平
成
31
年
か
ら
開
始
さ
れ
た

「
収
入
保
険
」と
同
時
に
加
入
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
平
成

32
年
か
ら
収
入
保
険
の
加
入
を

検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
こ
れ

に
合
わ
せ
て
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
地
域
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◎
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
必
ず

収
穫
前
に
お
近
く
の
地
域
セ
ン

タ
ー
、
支
所
ま
で
被
害
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。
損
害
評
価
に

よ
り
、
被
害
状
況
お
よ
び
肥
培

管
理
の
状
況
を
確
認
し
ま
す
。

　

１
圃
場
ご
と
の
減
収
量
が
基
準
収
穫

量
の
３
割
（
ま
た
は
４
・
５
割
）
を
超

え
る
場
合
、
共
済
金
の
支
払
対
象
と
な

る
方
式
で
す
。

　
な
お
、
大
豆
一
筆
方
式
は
平
成
33
年

産
を
も
っ
て
廃
止
と
な
り
ま
す
。

　
農
業
者
ご
と
に
被
害
圃
場
の
減
収
量

の
合
計
が
基
準
収
穫
量
の
２
割
（
ま
た

は
３
・
４
割
）
を
超
え
る
場
合
、
共
済

金
の
支
払
対
象
と
な
る
方
式
で
す
。

　
農
業
者
ご
と
に
全
圃
場
の
合
計
減
収

量
が
基
準
収
穫
量
の
２
割（
ま
た
は
３・

４
割
）
を
超
え
る
場
合
、
共
済
金
の
支

払
対
象
と
な
る
方
式
で
す
。

　
農
業
者
ご
と
に
全
圃
場
の
合
計
減
収

量
が
基
準
収
穫
量
の
１
割（
ま
た
は
２・

３
割
）
を
超
え
る
場
合
、
共
済
金
の
支

払
対
象
と
な
る
方
式
で
す
。

　
該
当
圃
場
の
あ
る
市
町
村
統
計
単
収

が
単
位
当
た
り
基
準
収
穫
量
の
１
割

（
ま
た
は
２
・
３
割
）を
超
え
て
減
収
し

た
場
合
、
共
済
金
の
支
払
対
象
と
な
る

方
式
で
す
。

　
平
成
30
年
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
農

業
保
険
法
に
よ
り
、
畑
作
物
共
済
が
次

の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
年
頻
発
す
る
台
風
な
ど
の
自
然
災

害
に
備
え
、
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

　

加
入
方
式
に
「
地
域
イ
ン
デ

ッ
ク
ス
方
式
」
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。
市
町
村
統
計
の
値
に
よ
り
引
受

及
び
損
害
評
価
を
実
施
す
る
方
式
で
す
。

　
補
償
割
合
や
補
償
単
価
が
選

択
で
き
ま
す
。
次
の
加
入
方
式

に
よ
り
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

畑
作
物（
大
豆
・
そ
ば
）共
済

果
樹
共
済

水
稲
共
済

補償割合 ５割 ６割 ７割 ８割 ９割
一 筆 方 式       83円         92円         118円

半 相 殺 方 式 80（114）円   90（122）円 147（174）円

全 相 殺 方 式 116（142）円 205（228）円 473（485）円

水稲品質方式 122（148）円 216（238）円 496（509）円
地域インデックス方式

（長野市の場合）   69（142）円   70（154）円   72（167）円

表１	 10a当たりご負担共済掛金（賦課金が含まれています）
 10a当たり基準収穫量607kg（平成30年産の場合）
 １kg当たり共済金額195円（平成31年産の場合最高補償単価）

注） １ （　）内は、一筆半損特約を選択した場合です。
 ２ 地域インデックス方式は、市町村ごとに料率が異なります。

1

23

4

全
相
殺
方
式（
９
割
補
償
）へ
移
行
の

場
合
は
、
10
ａ
当
た
り
４
８
５
円
で

ご
加
入
で
き
ま
す
。
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１
．
保
険
期
間

　
法
人
の
事
業
年
度
の
１
年
間
で
す
。

２
．
加
入
申
請
時
期

　
保
険
期
間
が
始
ま
る
１
ヶ
月
前
ま

で
に
加
入
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

３
．
用
意
し
て
い
た
だ
く
書
類

　
次
の
書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

・
過
去
４
年
間
の
損
益
計
算
書
の
写

し
・
過
去
４
年
間
の
法
人
税
申
告
書
の

別
表
一
お
よ
び
別
表
四
の
写
し

・
経
営
面
積
を
確
認
で
き
る
書
類

・
営
農
計
画　
ほ
か

４
．
保
険
料
等
の
納
入
時
期

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連
が
指
定
す
る

期
日（
保
険
期
間
が
始
ま
る
前
）ま
で

に
保
険
料
等
を
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
収
入
保
険
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
窓
口
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
制
度
に
関
す
る
相
談
や

保
険
料
・
補
て
ん
金
の
試
算
等
も
行

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
最

寄
り
の
地
域
セ
ン
タ
ー
・
支
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
確
定
申
告
が
終
わ
っ
た
ら

　
次
の
書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

（
個
人
の
場
合
）

・
平
成
30
年
の
青
色
申
告
決
算
書
の

写
し

・
平
成
30
年
の
確
定
申
告
書
Ｂ
第
一

表
の
写
し

（
法
人
の
場
合
）

・
平
成
30
年
度
損
益
計
算
書
の
写
し

・
平
成
30
年
度
法
人
税
申
告
書
の
別

表
一
お
よ
び
別
表
四
の
写
し

　
平
成
30
年
の
実
績
を
加
え
て
基
準

収
入
金
額
を
再
算
定
し
ま
す
。
そ
れ

に
伴
い
、
保
険
料
等
の
追
徴
ま
た
は

還
付
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
日
々
の
記
録
に
つ
い
て

　
農
作
業
日
誌（
簡
易
な
も
の
も
可
）

や
農
産
物
の
販
売
に
関
す
る
帳
簿
等

は
必
ず
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

■
営
農
計
画
が
変
わ
っ
た
ら

　
作
付
品
目
や
面
積
等
が
当
初
と
変

わ
る
場
合
は
、
そ
の
都
度
、
速
や
か

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
変
更
に
伴
い
基
準
収
入
金
額
が
変

わ
る
場
合
に
は
、
保
険
料
等
の
追
徴

ま
た
は
還
付
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

■
事
故
が
発
生
し
た
ら

　
自
然
災
害
等
に
よ
り
、
１
割
を
超

え
る
減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、

そ
の
都
度
、
速
や
か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
建
物
の
補
償
は
一
般
的
に
実
損

て
ん
補
方
式
と
比
例
て
ん
補
方
式

が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
木
造
一
般
住
宅
40
坪

に
ご
夫
婦
と
お
子
様
の
３
人
で
お

住
ま
い
の
場
合
、
補
償
で
き
る
限

度
額
は
下
の
合
計
評
価
額
の
と
お

り
３
５
３
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
加
入
金
額
が
１
０
０

０
万
円
の
場
合
に
、
損
害
額
30
万

円
の
事
故
が
発
生
し
た
と
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
支
払
計
算
は
下
の
支
払

例
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
支
払
い
例
を
み
る
と
、
実

損
て
ん
補
方
式
へ
の
加
入
が
断
然

有
利
に
み
え
ま
す
。
し
か
し
実
損

て
ん
補
方
式
は
支
払
額
が
多
い
分
、

掛
金
も
高
額
と
な
り
が
ち
で
す
。

　
で
は
、
ど
の
よ
う
な
加
入
が
望

ま
し
い
で
し
ょ
う
か
。

　
実
損
て
ん
補
方
式
と
比
例
て
ん

補
方
式
の
差
が
生
じ
る
の
は
、「
評

価
額
い
っ
ぱ
い
の
加
入
で
な
い
場

合
」
と
「
全
損
で
は
な
い
損
害
＝

一
部
損
」
の
場
合
で
す
。
火
災
に

よ
る
全
焼
な
ど
「
全
損
」
の
場
合

で
は
加
入
金
額
が
支
払
金
額
と
な

り
ま
す
の
で
、
て
ん
補
方
式
に
よ

る
差
は
生
じ
ま
せ
ん
。

　
下
の
例
で
全
焼
の
場
合
、
ど
ち

ら
の
て
ん
補
方
式
で
も
支
払
金
額

は
１
０
０
０
万
円
と
な
り
、
残
り

２
５
３
０
万
円
は
自
己
負
担
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
「
安
い
掛
金

で
評
価
額
い
っ
ぱ
い
の
ご
加
入
」

で
、
よ
り
大
き
な
安
心
を
提
供
で

き
る
比
例
て
ん
補
方
式
を
主
に
採

用
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
評
価
額
い

っ
ぱ
い
の
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

（
実
損
て
ん
補
方
式
）

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
は
比

例
て
ん
補
方
式
が
基
本
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
一
定
の
条
件
を
満
た

す
場
合
に
は
特
約
を
付
帯
す
る
こ

と
に
よ
り
、
損
害
額
が
30
万
円
以

下
の
場
合
に
実
損
害
額
を
支
払
額

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
県
内
の
収
入
保
険
契
約
者
第
1

号
・
土
屋
修
一
さ
ん
（
49
歳
・
上

田
市
）
へ
の
加
入
者
証
の
授
与
を

行
い
ま
し
た
。

　
果
樹
農
家
で
リ
ン
ゴ
１
１
１
㌃
、

モ
モ
18
㌃
を
栽
培
し
、
長
く
果
樹

共
済
に
加
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
収
入
保
険
と
果
樹
共
済
を
比

べ
負
担
す
る
掛
金
の
額
や
青
色
申

告
の
収
入
金
額
で
保
険
金
を
算
定

す
る
点
が
加
入
者
に
と
っ
て
は
分

か
り
や
す
い
」
と
、
土
屋
さ
ん
。

昨
年
９
月
の
台
風
21
号
に
よ
る
強

風
で
リ
ン
ゴ
に
被
害
を
受
け
、
妻

の
弘
子
さ
ん
は
「
一
生
懸
命
作
っ

て
も
災
害
に
遭
い
、
収
入
が
減
少

し
て
し
ま
う
と
や
り
が
い
を
な
く

し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
収
入
保
険

へ
切
り
替
え
ま
し
た
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

収入保険 建物共済

40坪の住宅に家族３人でお住まいの場合の標準的な評価額

加入金額1,000万円で損害額30万円の事故が発生した場合の支払例

1. 比例てん補方式（加入金額に応じて支払い金額が決定されます）

支払額＝300,000円…自己負担なし
2. 実損てん補方式（実損害額が支払金額となります）

支払額＝損害額×　　　　　　　　＝30万円×　　　　　　＝106,232円…自己負担193,768円

支払額＝（損害額－1万円）×　　　　　＝29万円×　　　　　  ＝82,152円…自己負担217,848円

② 自然災害の事故による場合（NOSAIの例）

建 物 評 価 額 ＝ 40坪×53万円（平均的な坪単価） ＝ 2,120万円
家具類評価額 ＝ 40坪、世帯人員３人（大人2人、子供1人） ＝ 1,410万円
合 計 評 価 額 ＝ 2,120万円 ＋ 1,410万円 ＝ 3,530万円

加入金額
評価額×80％

1,000万円
2,824万円

加入金額
評価額

1,000万円
3,530万円

※損害額が評価額の80％以下の場合、損害額から評価額の５％または１万円のいずれか少ない額が差し引かれます。

※加入金額が評価額×80％を上回った場合でも、支払額は損害額が限度となります。

① 火災等の事故による場合（NOSAIの例）

土屋さんのリンゴ園地での授与

第１号契約者へ加入証を授与しました

法
人
の
加
入
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

加
入
を
検
討
さ
れ
て

い
る
皆
様
へ

評
価
額
い
っ
ぱ
い
の

ご
加
入
を
!!

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
営
農
計
画
の
変
更
の
通
知
を

行
わ
な
か
っ
た
場
合
や
、
事
故

発
生
通
知
を
怠
っ
た
場
合
に
は
、

支
払
補
て
ん
金
等
が
免
責
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

経
営
所
得
安
定
対
策
の

申
請
に
つ
い
て

　

収
入
保
険
は
、「
米
・
畑
作

物
の
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策

（
ナ
ラ
シ
対
策
）」
と
は
重
複
加

入
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
万
が
一
、
重
複
加
入
し
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、
収
入
保
険
の

保
険
契
約
が
失
効
し
ま
す
。

　
積
立
金
は
返
還
さ
れ
ま
す
が
、

保
険
料
、
事
務
費
は
返
還
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

ご
加
入
い
た
だ
い
た
皆
様
へ
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農業者からのメッセージ 私たちの取り組み事例

　
自
宅
付
近
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
で

１
年
を
通
じ
て
妻
（
美み

え

こ

恵
子
さ
ん
）
と

野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
王
滝
村
は
上
松
町
と
木
曽
福
島
の
間

の
谷
を
奥
へ
進
ん
だ
場
所
に
位
置
し
、

木
曽
の
中
で
も
日
照
時
間
が
非
常
に
短

く
、
ま
た
、
冬
は
気
温
も
上
が
ら
ず
降

雪
量
も
多
い
地
域
の
た
め
農
作
物
を
作

る
の
は
難
し
い
場
所
で
す
。
Ｊ
Ａ
退
職

後
、
本
格
的
に
ハ
ウ
ス
栽
培
を
始
め
今

年
で
６
年
目
。
ハ
ウ
ス
内
で
は
、
温
度

管
理
が
で
き
る
た
め
春
夏
秋
冬
の
野
菜

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
収
穫
時
期
に
は

早
朝
３
時
か
ら
野
菜
の
収
穫
と
パ
ッ
ク

詰
め
を
行
い
ま
す
。
王
滝
か
ら
遠
く
離

れ
た
木
曽
福
島
の
Ａ
コ
ー
プ
直
売
所
に

野
菜
を
運
び
午
前
７
時
に
は
店
頭
へ
並

べ
、
採
れ
た
て
の
物
を
販
売
す
る
よ
う

に
心
が
け
て
い
ま
す
。
鮮
度
も
味
も
と

も
に
評
判
が
よ
く
、
多
く
は
居
酒
屋
や

食
堂
な
ど
の
飲
食
店
の
方
に
購
入
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
積
雪
が
少
な
く
ハ
ウ
ス
が
雪

で
囲
ま
れ
て
い
な
い
た
め
室
温
が
上
が

ら
ず
、
生
育
が
遅
い
で
す
。
複
数
の
ハ

ウ
ス
を
所
有
し
て
い
る
の
で
栽
培
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
が
と
て
も
重
要
で
、

栽
培
・
販
売
デ
ー
タ
な
ど
を
パ
ソ
コ
ン

で
管
理
す
る
な
ど
工
夫
し
た
結
果
、
毎

回
売
れ
残
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
春
の
ミ
ズ
ナ
、
春
菊
か
ら
始
ま
り
夏

は
ニ
ラ
、
秋
に
は
王
滝
村
固
有
種
の
王

滝
カ
ブ
、
冬
に
な
る
と
小
松
菜
や
コ
ネ

ギ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
ハ
ウ
ス
栽
培

に
よ
っ
て
１
年
中
仕
事
が
で
き
る
の
は

と
て
も
楽
し
い
で
す
。

　

３
年
前
に
勤
め
て
い
た
会
社
を
退
職

し
て
就
農
し
ま
し
た
。
４
㌶
の
畑
で
春

夏
は
ズ
ッ
キ
ー
ニ
、
秋
冬
は
白
ネ
ギ
を

主
に
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
農
家
が
幸
せ
に
な
っ
て
儲
け
ら
れ
る

よ
う
な
活
動
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
昨
年
は
白
ネ
ギ
の
産
地
化
を
目
指

し
て
22
名
の
仲
間
と
「
み
ゆ
き
ね
ぎ
研

究
会
」
を
発
足
し
ま
し
た
。
み
ゆ
き
ね

ぎ
は
や
わ
ら
か
く
、
普
段
は
捨
て
て
し

ま
う
先
端
の
青
い
部
分
ま
で
食
べ
ら
れ

る
の
が
特
徴
で
す
。

　
ネ
ギ
は
ど
の
家
庭
で
も
栽
培
さ
れ
て

い
る
の
で
基
本
的
な
技
術
と
認
知
度
が

あ
り
、
収
穫
や
荷
造
り
の
機
械
が
あ
る

の
で
規
模
拡
大
に
向
い
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
自
分
が
収
益
を
上
げ
て
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
作
り
、
仲
間
同
士
競

い
合
え
る
環
境
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
を
発
足
し
た
の
は
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高

め
る
た
め
に
質
、
量
を
確
保
す
る
た
め

と
、
仲
間
が
参
加
し
て
く
れ
た
ら
地
域

貢
献
に
も
つ
な
が
る
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。
農
業
が
社
会
全
体
か
ら
注
目
さ
れ

る
こ
と
を
実
行
し
て
、
農
家
か
ら
目
指

さ
れ
る
農
業
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
に
な

り
た
い
で
す
。

　
上
田
市
丸
子
地
域
で
西
洋
ナ
シ
を
栽

培
し
、
果
実
や
加
工
品
を
「
ま
る
こ
の

夢
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
で
出
荷
、
販
売

し
て
い
ま
す
。

　
お
い
し
い
西
洋
ナ
シ
を
お
客
さ
ん
に

提
供
す
る
た
め
に
、
平
成
22
年
ご
ろ
か

ら
栽
培
方
法
の
研
究
を
行
い
、
ス
ト
レ

ス
栽
培
や
減
農
薬
な
ど
が
特
徴
の
「
山

越
農
法
」
を
確
立
し
ま
し
た
。

　
山
越
農
法
は
ア
ス
リ
ー
ト
栽
培
で
す
。

有
機
肥
料
で
栄
養
は
与
え
ま
す
が
、
果

実
を
大
量
に
実
ら
せ
る
こ
と
で
果
樹
に

ス
ト
レ
ス
も
与
え
ま
す
。
果
樹
を
極
限

ま
で
追
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
良
質

な
果
実
が
実
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

６
月
ご
ろ
か
ら
行
う
袋
掛
け
も
重
要

で
す
。
す
べ
て
の
果
実
に
丁
寧
に
袋
を

掛
け
る
こ
と
に
よ
り
虫
の
侵
入
を
防
ぎ
、

農
薬
の
使
用
を
減
ら
し
ま
す
。
ま
た
、

掛
け
た
袋
を
つ
ぶ
し
て
、
空
気
抵
抗
を

減
ら
す
こ
と
で
、
台
風
や
ひ
ょ
う
の
被

害
防
止
に
も
な
り
ま
す
。

　
山
越
農
園
の
西
洋
ナ
シ
を
食
べ
た
お

客
さ
ん
の
中
に
は
「
西
洋
ナ
シ
の
概
念

が
変
わ
っ
た
」
と
言
う
人
も
い
ま
す
。

こ
だ
わ
り
の
栽
培
方
法
で
作
っ
た
「
ま

る
こ
の
夢
」
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
味

わ
っ
て
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

　

西
洋
ナ
シ
が
日
本
に
入
っ
て
き
て
、

ま
だ
１
０
０
年
程
度
。「
山
越
農
法
」も

ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
な
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
試
行
錯
誤
を
続
け
て
、
よ
り
品
質

の
良
い
西
洋
ナ
シ
を
提
供
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
地
元
の
農
業
高
校
を

卒
業
後
、
長
野
県
農
業

大
学
校
で
の
２
年
間
の

実
習
を
経
て
20
歳
で
就

農
し
ま
し
た
。
現
在
は

両
親
と
３
人
で
モ
モ
、

ナ
シ
、
リ
ン
ゴ
、
市
田

柿
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
力
を
入
れ
て
い

る
の
が
、
リ
ン
ゴ
の
高
密
植
栽
培
で
す
。

早
期
多
収
、
均
質
生
産
、
作
業
効
率
向

上
を
目
標
と
し
た
栽
培
方
法
で
す
が
、

従
来
の
栽
培
方
法
と
比
較
す
る
と
樹
間

面
積
を
狭
く
し
て
栽
植
密
度
を
上
げ
て

い
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
す
。
私
は
こ

の
栽
培
方
法
を
高
校
生
の
頃
か
ら
注
目

し
て
お
り
、
以
前
視
察
し
た
先
進
国
で

あ
る
イ
タ
リ
ア
で
は
本
場
の
収
量
性
の

高
さ
や
技
術
力
、
素
晴
ら
し
い
景
観
に

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
定
植
３
年
目
の
園
地
を
管
理
し

て
い
ま
す
が
、
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ヤ
ー

で
の
薬
剤
散
布
や
収
穫
時
の
作
業
効
率

が
格
段
に
良
く
、
色
付
き
や
品
質
も

上
々
で
す
。

　
農
業
は
裁
量
範
囲
の
大
き
い
仕
事
で

す
が
、
責
任
も
す
べ
て
自
分
に
返
っ
て

き
ま
す
。
そ
し
て
、
手
を
か
け
た
ら
か

け
た
分
だ
け
応
え
て
く
れ
る
素
晴
ら
し

い
仕
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も

丹
精
こ
め
た
美
味
し
い
果
物
を
生
産
し

て
い
き
た
い
で
す
。

高
密
植
栽
培
で
作
業
効
率
化

１
年
を
通
し
て
の
ハ
ウ
ス
栽
培

鮮
度
と
味
を
大
切
に
！

飯田市

塩し
お
ざ
わ澤	

晃あ
き
ひ
ろ弘

さ
ん（
25
歳
）

木島平村

石い
し
か
わ川	

雅ま
さ
た
だ忠

さ
ん（
48
歳
）

合
同
会
社 

農
業
が
好
き
石
川
農
園

上田市

山や
ま
こ
し越	

建た
つ
るさ

ん（
63
歳
）

王滝村

瀬せ

と戸	

勝か
つ
よ
し義

さ
ん（
69
歳
）

収穫後に冷暗所に保存することで白くなる

ネギを手にする石川さん

高密植栽培のリンゴ園
（平成30年４月20日撮影）

現在彼女募集中です

山
越
農
法
で

安
心
安
全
の
西
洋
ナ
シ
を
栽
培

農
業
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
を
目
指
し
て
！

ジャムやジュースなどの加工品は、上田市丸子
農産物直売加工センター「あさつゆ」などで販売されている

6棟のハウスで野菜を栽培している

販売時には「食べ頃ラベル」をナシの袋に同封コネギを栽培しているハウス内で
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I N F O R M A T I O N

N O S A I 長 野 か ら の お 知 ら せ

　
共
済
掛
金
等
を
現
金
で
お
支
払
さ
れ

て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
加
入
手

続
き
終
了
後
、
改
め
て
組
合
か
ら
「
共

済
加
入
内
容
の
確
認
書
」
を
送
付
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
農
林
水
産
省
お
よ
び
長
野
県
の
指

導
に
よ
り
適
正
な
引
受
契
約
の
確
認
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
確
認
書
が
届
い
た
場
合
は
、
お
手
数

で
も
必
要
事
項
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、

必
ず
ご
返
送
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
組
合
で
は
「
現
金
」
の
取
り
扱
い
に

伴
う
事
故
を
未
然
防
止
し
、
事
務
処
理

の
適
正
化
と
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
掛
金
等
を
現
金
ま
た
は
振
込
で
納
入

い
た
だ
い
て
い
る
み
な
さ
ま
に
は
、
す

べ
て
の
事
業
に
お
い
て
口
座
振
替
へ
変

更
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
農
作
業
中
の
死
亡
事
故
は
全
国
で
毎

年
約
３
０
０
件
以
上
発
生
し
続
け
て
お

り
、
県
内
で
は
平
成
29
年
に
15
件
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
死
亡
事
故
の
多
く
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー

作
業
中
の「
転
倒
・
転
落
」「
挟
ま
れ
」に

よ
る
も
の
で
、
高
齢
者
や
不
慣
れ
な
方

に
よ
る
事
故
の
割
合
が
非
常
に
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。

○
ト
ラ
ク
タ
ー
は
走
行
中
の

　
転
倒
・
転
落
・
挟
ま
れ
に
注
意
！

　
　
直
角
カ
ー
ブ
・
鋭
角
カ
ー
ブ
・
坂

道
走
行
・
草
む
ら
・
果
樹
園
や
ハ
ウ

ス
の
狭
い
場
所
で
の
方
向
転
換
や
後

進
な
ど
で
は
ス
ピ
ー
ド
を
抑
え
ま
し

ょ
う
。

　
　
安
全
キ
ャ
ブ
・
フ
レ
ー
ム
の
使
用

や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
耕
運
機
は
バ
ッ
ク
時
に
注
意
！

○
草
刈
り
機
は
不
安
定
姿
勢
と

　
飛
散
物
に
注
意
！

長野県警察からのお知らせ
　
農
政
ニ
ュ
ー
ス
、
農
業
情
勢
の
解
説
、

栽
培
技
術
、
全
国
の
営
農
活
動
の
紹
介

な
ど
幅
広
い
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

【
発
行
日
】
毎
週
水
曜
日
（
月
４
回
）

【
購
読
料
金
】
年
額
４
，６
８
０
円

【
申
込
み
】

　
購
読
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
近
く

の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
が
の
版
で
は
、
長
野
県
内
の
身
近

な
話
題
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

全
国
銀
行
協
会
を
騙か

た

っ
た
オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
つ
い
て

　
他
県
に
お
い
て
、
改
元
に
よ
る
銀
行

法
を
口
実
と
し
た
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
相

談
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
内
容
は
、
全
国
銀
行
協
会
を
騙か

た

る
封

書
が
届
き
、
開
封
す
る
と
「
元
号
の
改

元
に
よ
る
銀
行
法
改
正
に
つ
い
て
」
と

題
す
る
文
書
が
入
っ
て
お
り
、
全
金
融

機
関
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
不
正
操

作
防
止
用
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
変
更

す
る
な
ど
と
書
か
れ
て
お
り
、「
銀
行

名
・
支
店
名
・
口
座
番
号
・
暗
証
番
号
」

を
同
封
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
変
更
申

込
書
に
記
入
さ
せ
、
返
信
用
封
筒
で
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
送
付
さ
せ
て
だ

ま
し
取
る
も
の
で
す
。

　
長
野
県
内
に
も
波
及
す
る
可
能
性
が

あ
り
、
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は

●
全
国
銀
行
協
会
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
送
付
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
の
で
、

絶
対
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
送
付

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
は
、

他
人
に
教
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
送
付
さ
せ
る

文
書
が
届
い
た
場
合
は
、
警
察
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

— 	読者のみなさんのお声 	—
　
昨
年
秋
、
玉
ね
ぎ
を
少
し
減

ら
し
て
植
え
よ
う
と
言
い
な
が

ら
４
６
０
本
も
植
え
ま
し
た
。

皆
様
へ
の
お
す
そ
分
け
を
楽
し

み
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

  

高
森
町 

Ｈ
さ
ん

　
た
く
あ
ん
漬
け
初
め
て
や
っ

て
み
ま
し
た
。
野
沢
菜
づ
け
も

30
年
ぶ
り
に
。
ち
ょ
っ
と
し
ょ

っ
ぱ
か
っ
た
か
な
。
つ
け
も
の

っ
て
い
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　

  

立
科
町 

Ｒ
さ
ん

　
孫
が
私
た
ち
の
ズ
ッ
キ
ー
ニ

の
出
荷
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
。

主
人
と
孫
が
仲
良
く
作
業
を
し

て
い
る
の
を
見
る
と
ほ
ほ
え
ま

し
く
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

  

佐
久
市 

崚
の
婆
々

　
私
の
家
は
昔
お
蚕
さ
ん
を
飼

っ
て
い
ま
し
た
。
小
学
５
年
生

の
頃
母
と
月
明
り
で
桑
の
葉
を

取
り
に
行
き
ま
し
た
。
よ
く
働

い
た
父
と
母
で
す
。

　
　
　
　
　

  

立
科
町 

Ｍ
さ
ん

　
申
告
の
時
期
に
な
る
と
領
収

書
等
お
互
い
に
渡
し
た
、
受
け

取
っ
て
な
い
、
と
夫
婦
間
が
険

悪
な
ム
ー
ド
に
…
。
毎
年
の
こ

と
な
が
ら
頭
痛
の
種
で
す
。

　
　
　
　
　

  

長
野
市 

Ｎ
さ
ん

　
昔
の
作
業
で
思
い
出
す
の
は

子
供
の
頃
家
で
飼
っ
て
い
た
馬

や
牛
が
ト
ラ
ク
タ
ー
代
わ
り
に

働
い
て
い
た
姿
で
す
ね
。

　
　
　
　

  

富
士
見
町 

Ｏ
さ
ん

　
冬
に
な
る
と
子
供
の
頃
父
が

米
を
入
れ
る
俵
を
ワ
ラ
で
編
ん

で
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

寒
い
と
こ
ろ
で
よ
く
や
っ
て
い

た
も
ん
だ
と
感
心
し
ま
す
。

　
　
　
　

  

安
曇
野
市 

Ｆ
さ
ん

　
子
供
の
頃
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

に
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
気
分
で
登

っ
て
よ
く
怒
ら
れ
ま
し
た
。
ビ

ニ
ー
ル
張
替
え
作
業
の
邪
魔
で

し
た
ね
。  

安
曇
野
市 

Ｓ
さ
ん

　
他
人
の
田
ん
ぼ
等
で
も
缶
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
ポ
イ
捨
て
さ

れ
て
い
る
の
を
見
る
と
腹
が
た

ち
ま
す
。　

  

松
本
市 

Ｓ
さ
ん

　
昨
年
唐
松
岳
に
登
り
ま
し
た
。

大
変
だ
っ
た
の
で
も
う
登
山
は

や
め
よ
う
と
思
い
ま
し
た
が

「
北
横
岳
」の
記
事
を
み
て
今
年

も
登
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。　

  

木
島
平
村 

Ｈ
さ
ん

　
農
業
に
は
定
年
が
な
く
健
康

で
あ
れ
ば
何
時
ま
で
も
続
け
ら

れ
る
生
き
が
い
の
あ
る
職
業
だ

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

  

富
士
見
町 

Ｍ
さ
ん

平成30年産支払共済金一覧表（収穫共済）

共済目的 支払戸数（戸） 支払共済金（円） 支払年月日 災害名

水稲 331   17,515,082 平成30年12月25日 鳥獣害・干害・風水害・病害・地震・地すべり

麦
  86   12,152,686 平成30年 9 月28日 寒害・土壌湿潤害・鳥獣害・病害・風水害

（一筆・全相殺方式）

  17   15,542,171 平成30年12月25日 土壌湿潤害（災害収入共済方式）

大豆   37     5,941,127 平成30年12月25日 干害・鳥獣害・土壌湿潤害・虫害・風水害

蚕繭 被害なし

りんご 960 441,420,072 平成31年 2 月 6 日 風水害・ひょう害・凍霜害・獣害・その他気象上の原因

ぶどう   82   26,552,870 平成30年12月12日 雨害湿潤害・風水害・病害・獣害・その他気象上の原因・
ひょう害

なし 203   51,350,300 平成30年12月12日 風水害・凍霜害・鳥害・病害・ひょう害・虫害

もも
  25     3,592,040 平成30年12月12日 ひょう害・風水害・凍霜害・雨害湿潤害・病害・干害・

虫害

    1          10,831 平成31年 2 月 6 日 その他気象上の原因（災害収入共済方式）

かき     4        401,050 平成31年 2 月 6 日 凍霜害

※りんごは大災害のため上記支払共済金のうち303戸に119,258,014円を仮渡共済金として平成30年12月26日にお支払いをしました。
※ぶどう・すももの災害収入共済方式および大豆・そばの全相殺方式は３月下旬に支払予定です。

農
作
業
事
故
多
発

共
済
引
受
内
容
の

確
認

口
座
振
替
へ

変
更
の
お
願
い

農
業
共
済
新
聞
を
購
読

し
て
み
ま
せ
ん
か
！

ま
ず
は
ワ
ン
チ
ェ
ッ
ク
、

ワ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
で

農
作
業
安
全
を
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大雲寺

長谷観音

上
信
越
自
動
車
道

し
な
の
鉄
道

北
陸
新
幹
線

千
曲
川

屋代駅

稲荷山駅
更埴JCT更埴IC

千曲駅

姨捨駅

霊諍山

八幡工業団地

稲荷山温泉

武水別神社

治田公園

至聖高原

長
野自動車道

Ｊ
Ｒ
篠
ノ井線

　
明
治
の
中
ご
ろ
、
北
川
原
権
兵
衛
と
和
田
辰
五

郎
に
よ
っ
て
土
俗
信
仰
の
場
と
し
て
開
山
さ
れ
ま

し
た
。

　
八
百
万
の
神
仏
が
ま
つ
ら
れ
、
こ
こ
で
願
い
事

を
祈
れ
ば
、
各
地
の
社
寺
へ
参
拝
し
な
く
て
も
願

渡
し
が
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
笑
顔
の
お
地
蔵
様
や
三
途
の
川
の
奪
衣
婆
な
ど
、

社
殿
の
周
囲
に
並
ぶ
１
０
０
余
り
の
石
神
・
石
仏

は
諸
国
の
著
名
な
社
寺
か
ら
勧
請
し
た
ほ
か
、
願

渡
し
の
御
礼
と
し
て
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
マ
ン
ト
を
羽
織
り
、
フ
ン
ド
シ
姿
の
猫
神
様
が

有
名
で
す
。
か
つ
て
養
蚕
が
盛
ん
な
頃
は
害
獣
で

あ
る
ネ
ズ
ミ
を
退
治
し
て
く
れ
る
ネ
コ
を
守
護
神

と
し
て
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
由
来
で
す
。

　
霊
諍
山
周
辺
は
、「
大
雲
寺
自
然
探
勝
園
」と
し

て
散
策
道
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
野
市
で
エ
ノ
キ
タ
ケ
栽
培
が
始
ま
っ

た
の
は
１
９
５
０
年
代
後
半
。
作
物
の
育

た
な
い
冬
に
農
家
の
副
業
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
、
60
年
代
中
ご
ろ
か
ら
冷
房
が
導
入

さ
れ
、
通
年
栽
培
が
可
能
と
な
り
、
一
挙

に
栽
培
が
本
格
化
し
ま
し
た
。

　
中
野
市
の
エ
ノ
キ
タ
ケ
栽
培
は
分
業
制

で
す
。
種
菌
育
成
か
ら
菌
糸
培
養
ま
で
の

作
業
は
高
度
な
技
術
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
の
種
菌
セ
ン
タ
ー
で

種
菌
に
育
て
、
市
内
６
カ
所
の
培
養
セ
ン
タ
ー
で
培
養
し
生
産
者
に
出

荷
し
ま
す
。
生
産
者
は
発
生
室
で
芽
を
出
さ
せ
た
後
、
生
育
室
で
キ
ノ

コ
を
育
て
製
品
と
し
て
出
荷
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
培
養
・
生
育
日
数

の
短
縮
や
省
力
化
に
も
つ
な
が
り
、
生
産
者
は
キ
ノ
コ
の
生
育
に
専
念

で
き
、
質
の
高
い
キ
ノ
コ
を
安
定
的
に
出
荷
で
き
ま
す
。

　
中
野
市
の
エ
ノ
キ
タ
ケ
の
年
間
出
荷
量
は
約
５
万
㌧
で
、
全
国
シ
ェ

ア
は
４
割
近
く
も
あ
り
ま
す
。
今
日
ま
で
の
Ｊ
Ａ
と
生
産
者
の
た
ゆ
ま

な
い
努
力
が
生
産
量
日
本
一
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
健
康
に
良
い
と
言
わ
れ
る
エ
ノ
キ
タ
ケ
で
す
が
、
中
野
市
で
は
「
え

の
き
氷
」
の
研
究
を
通
じ
て
健
康
へ
の
有
効
性
を
確
認
し
ま
し
た
。
エ

ノ
キ
タ
ケ
の
成
分
で
あ
る
キ
ノ
コ
キ
ト
サ
ン
は
便
通
の
改
善
、
脂
肪
の

吸
収
を
抑
え
る
作
用
、
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
排
出
す
る
脂
質
異
常

症
の
改
善
な
ど
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
な
り
、
ま
た
、
花
粉
症
な
ど

の
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
の
軽
減
に
も
つ
な
が
る
と
の
調
査
結
果
が
あ
り

ま
す
。

　
鍋
物
・
炒
め
物
・
煮
物
・
天
ぷ
ら
な
ど
、
お
い
し
さ
と
健
康
増
進
に

役
立
つ
エ
ノ
キ
タ
ケ
を
食
生
活
に
た
っ
ぷ
り
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

（
取
材
協
力　
Ｊ
Ａ
中
野
市
）

個人情報の取扱い・注意事項について
●ご記入いただいた個人情報は、長野県農業共済組合（NOSAI長野）が適切に管理いたします。賞品の発
送、広報紙への読者の声の掲載のためにご記入いただくもので、それ以外の目的で個人情報を利用した
り、第三者への提供・開示をしたりすることは一切ありません。●ご応募に際しては、個人情報の提供に
同意した上でご応募ください。●賞品または抽選や当選に関するご質問は受け付けておりません。

■	当選者発表
 正解者645通の中から抽選の結果、次の方々が
当選されました。おめでとうございます。図書カ
ード（1,000円分）を進呈します。 上の文字を組み合わせて

言葉を完成させてください。 答え □□□□□□

長野市大字中御所
字岡田79-5
　NOSAI長野
          クイズ係

62円切手
をお貼り
ください

〒380-0935
（おもて面）

答え
□□□□□□
郵便番号・住所・氏名・年齢・
電話番号をご記入ください。
※想い出の味やめずらしい食

べ物、本紙の感想、いろい
ろなおたよりをお待ちして
います。

（うら面）

「
霊れ

い

諍じ
ょ
う

山ざ
ん

」 千
曲
市
八
幡

小 海 町 小池　盛男さん

南 牧 村 菊池ちづ子さん

立 科 町 児玉　忠子さん

佐 久 市 今井　好春さん

佐 久 市 小林　悦美さん

東 御 市 河野　　功さん

上 田 市 池内　恒雄さん

上 田 市 山﨑　幾蔵さん

上 田 市 藤森　善子さん

千 曲 市 下崎　雅男さん

千 曲 市 宮原　幸子さん

諏 訪 市 伊藤　幸子さん

諏 訪 市 岩波　泰夫さん

茅 野 市 北原　増子さん

茅 野 市 土橋　公子さん

伊 那 市 細田今朝男さん

伊 那 市 池上　俊広さん

駒ケ根市 北沢美どりさん

飯 田 市 村澤まつみさん

下 条 村 村松　友一さん

木 曽 町 野口　秀子さん

松 本 市 上條沙千子さん

松 本 市 青木　増夫さん

松 本 市 丸山いく代さん

松 本 市 百瀬　芳史さん

松 本 市 前澤恵美子さん

安曇野市 望月　公子さん

安曇野市 平林嘉代子さん

安曇野市 小穴満智子さん

安曇野市 矢野口寛子さん

安曇野市 稲葉　　豊さん

池 田 町 宮澤　昌子さん

飯 山 市 佐藤　善登さん

中 野 市 大宮　美晴さん

中 野 市 竹内　昭江さん

長 野 市 牛澤　正子さん

長 野 市 盛田　芳文さん

長 野 市 玉井サナエさん

小布施町 山崎みえこさん

小布施町 飯田　龍彦さん

■応募方法
記入例

（ハガキで応募
してください）

■締め切りは、2019年5月31日（金）必着
■正解者の中から抽選で40名様に図書カード（1,000円分）を進呈します。
■ クイズの正解と当選者の氏名・市町村名は、「NOSAIながの」夏号の紙面に

て発表します。

■	前号の答え 十 一 年三成平

中野市

エノキタケ

材料（4〜6人分）
●リンゴ（お好みの） .................１個
●ホットケーキミックス......... 200g
●卵 ..........................................１個
●牛乳 .....................................80ml
●バター ...................................40g
●砂糖 ............................大さじ３杯
●レモン汁 .........................1/2個分
●はちみつ ............................お好み
●シナモン ............................お好み
●型 ........デコレーションカップも可

つくり方
① リンゴを薄いくし切りにして、そ

の上に大さじ１杯分の砂糖とレ
モン汁をふりかけ、500Ｗのレン
ジで３分間加熱する。

② 500Wのレンジで30秒加熱した
バターをボウルに入れ、そこに卵
を入れてよくかき混ぜる。

③ ②に牛乳、ホットケーキミックス、
砂糖大さじ2杯を入れてよくかき
混ぜる。

④ ③を型に流し入れ、その上に①を
隙間なく並べる。

⑤ オーブンに入れて180℃で40分
焼く。

⑥ 仕上げにお好みではちみつとシ
ナモンをトッピング。

　
「
１
日
１
個
の
リ
ン
ゴ
は
医
者

い
ら
ず
」
と
い
う
諺

こ
と
わ
ざに

も
あ
る
よ

う
に
、
リ
ン
ゴ
に
は
高
い
栄
養
成

分
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
効
果

は
美
肌
効
果
や
整
腸
作
用
、
疲
労

回
復
等
、
健
康
面
に
お
い
て
も
う

れ
し
い
効
果
が
期
待
で
き
る
よ
う

で
す
。
リ
ン
ゴ
の
出
荷
量
全
国
第

２
位
を
誇
る
長
野
県
で
は
、「
り

ん
ご
３
兄
弟
」
と
呼
ば
れ
る
秋
映
、

シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
、
シ
ナ
ノ
ゴ
ー

ル
ド
の
栽
培
も
盛
ん
で
、
リ
ン
ゴ

は
長
野
県
民
に
と
っ
て
身
近
な
存

在
の
１
つ
と
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
今
回
は
そ
ん
な
リ
ン
ゴ

を
使
っ
て
簡
単
に
作
れ
る
リ
ン
ゴ

の
ロ
ー
ズ
ケ
ー
キ
の
レ
シ
ピ
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
ご
家
庭
で
ぜ
ひ
お

試
し
く
だ
さ
い
。

「リンゴのローズケーキ」

左手を上げて「来い来い」を
している（？）猫神様▶

座りこんで日向ぼっこ中の猫神様 木の祠の中に入ったお地蔵様

［交通アクセス］
長野自動車道「更埴IC」より国道403号へ。聖高原方面へ
７km、象山桑山記念館手前の交差点を南に１km
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１　
「
Ｐ
１
６
９
０
」
は
商
品
名
が
「
パ
イ
オ
ニ
ア
１
１

５
日
」で
す
。
相
対
熟
度（
Ｒ
Ｍ
）が
１
１
５
の
早
生

種
で
、
標
準
品
種
と
し
て
比
較
し
た
「
タ
カ
ネ
ス
タ

ー（
Ｒ
Ｍ
１
１
３
）」
に
対
し
て
乾
雌
穂
重
お
よ
び
乾

雌
穂
重
割
合
が
高
く
な
り
ま
す
。
泌
乳
牛
に
よ
る
サ

イ
レ
ー
ジ
の
嗜
好
性
は
「
タ
カ
ネ
ス
タ
ー
」
と
同
等

で
す
。

　
※「
パ
イ
オ
ニ
ア
１
１
５
日
」は
同
一
商
品
名
で「
Ｐ

１
５
４
３
」
も
販
売
さ
れ
て
い
る
た
め
注
意
が
必

要
で
す
。

２　
「
Ｐ
２
０
８
８
」
は
商
品
名
が「
パ
イ
オ
ニ
ア
１
１

８
日
」で
す
。
相
対
熟
度（
Ｒ
Ｍ
）が
１
１
８
の
早
生

〜
中
生
種
で
標
準
品
種
と
し
て
比
較
し
た
「
タ
カ
ネ

ス
タ
ー
」
に
対
し
て
主
な
病
害
の
発
生
は
同
程
度
、

乾
雌
穂
重
お
よ
び
乾
物
総
重
が
高
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
泌
乳
牛
に
よ
る
サ
イ
レ
ー
ジ
の
嗜
好
性
は
「
タ

カ
ネ
ス
タ
ー
」と
同
等
か
、
や
や
優
れ
ま
す
。

３　
メ
ー
カ
ー
の
カ
タ
ロ
グ
説
明

　
「
Ｐ
１
６
９
０
」

　
　
こ
の
ク
ラ
ス
で
は
群
を
抜
く
収
量
性
。
Ｒ
Ｍ
１
１

５
日
の
領
域
を
は
る
か
に
超
え
た
ボ
リ
ュ
ー
ム
。

　
適
正
栽
植
本
数
＝
６
８
０
０
〜
７
２
０
０
本
／
10
ａ

　
「
Ｐ
２
０
８
８
」

　
　
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
な
草
姿
は
受
光
態
勢
に
優
れ
、
毎

年
の
不
安
定
な
気
象
条
件
で
も
高
い
安
定
感
を
発
揮

　
適
正
栽
植
本
数
＝
６
８
０
０
〜
７
２
０
０
本
／
10
ａ

１　
「
Ｐ
１
６
９
０
」、「
Ｐ
２
０
８
８
」と
も
除
草
剤
ニ

コ
ス
ル
フ
ロ
ン（
ワ
ン
ホ
ー
プ
乳
剤
等
）が
使
用
で
き

ま
す
。

２　
「
Ｐ
１
６
９
０
」、「
Ｐ
２
０
８
８
」と
も
試
験
期
間

中
ほ
と
ん
ど
倒
伏
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

「
タ
カ
ネ
ス
タ
ー
」
と
比
較
し
て
「
Ｐ
１
６
９
０
」
は

着
雌
穂
高
が
高
く
、「
Ｐ
２
０
８
８
」
は
や
や
長
稈

だ
っ
た
た
め
倒
伏
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は

収
穫
を
早
め
る
な
ど
の
対
策
が
必
要
で
す
。

３　
栽
培
方
法
は
県
内
各
地
域
に
お
け
る
一
般
の
栽
培

法
に
準
じ
ま
す
。

　

近
年
、
気
象
や
雑
草
の
影

響
で
、
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
収
量
や
品
質
が
低
下
す

る
事
例
が
見
ら
れ
ま
す
。
左

記
の
ポ
イ
ン
ト
に
留
意
し
な

が
ら
収
量
、
品
質
の
向
上
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

●
播
種
後
、
少
雨
が
続
く
と

発
芽
率
が
低
下
し
ま
す
。

過
乾
燥
を
避
け
る
た
め
播

種
深
度
が
浅
く
な
ら
な
い

よ
う
2.5
〜
3.0
㎝
程
度
の
深
さ
に
種
子
が
入
る
よ
う
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
播
種
後
、
し
っ
か
り
鎮
圧
す
る

こ
と
で
も
乾
燥
を
緩
和
で
き
ま
す
。

●
昨
年
も
台
風
の
襲
来
が
多
い
年
で
し
た
。
収
量
を
上

げ
る
、
雑
草
の
発
生
を
抑
え
る
な
ど
の
目
的
で
播
種

量
を
増
や
す
傾
向
も
あ
り
ま
す
が
、
茎
が
細
く
な
り

徒
長
し
て
倒
伏
す
る
リ
ス
ク
が
あ
る
た
め
、
播
種
量

は
適
正
範
囲
内
に
抑
え
て
く
だ
さ
い
。

●
収
穫
時
期
の
遅
れ
は
サ
イ
レ
ー
ジ
の
品
質
や
栄
養
価

低
下
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
子
実
の
ミ
ル
ク
ラ
イ
ン

に
注
意
し
て
適
期
に
収
穫
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
農
業
技
術
課（
野
菜
花
き
試
験
場
駐
在
）専
門
技
術
員
）

　
現
在
、
長
野
県
内
で
は
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
種
子
約
80
品
種
が
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
に
酪
農
家
の
サ

イ
レ
ー
ジ
利
用
に
よ
る
栽
培
が
主
体
で
す
。
近
年
、
１
戸
当
た
り
の
栽
培
面
積
拡
大
に
伴
い
、
適
期
収
穫
や
気
象

災
害
へ
の
リ
ス
ク
分
散
の
た
め
、
同
一
経
営
内
で
複
数
品
種
が
栽
培
さ
れ
る
事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。
県
の
畜
産

試
験
場
で
は
、
地
域
や
栽
培
目
的
に
適
し
た
品
種
を
農
家
が
選
択
す
る
際
の
情
報
を
提
供
す
る
た
め
、
市
販
品
種

の
評
価
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
直
近
で
長
野
県
内
で
の
栽
培
利
用
に
有
望
と
認
め
ら
れ
た
２
品
種
「
Ｐ
１
６
９
０
」、

「
Ｐ
２
０
８
８
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
60
年
ほ
ど
前
に
先
代
が
多
肉
植
物
の
栽
培

を
始
め
、
現
在
の
地
に
移
っ
て
30
年
に
な
り

ま
す
。
こ
こ
は
浅
間
山
麓
の
標
高
１
０
０
０

ｍ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
で
す
が
、
ハ
ウ
ス
の
中
で

多
肉
植
物
約
５
０
０
０
種
類
を
育
て
て
い
ま

す
。
毎
日
の
管
理
の
中
で
も
、
特
に
浅
間
山

か
ら
吹
き
降
ろ
す
強
風
・
寒
風
か
ら
植
物
を

守
る
こ
と
に
気
を
使
い
ま
す
。

　
大
量
出
荷
で
は
な
く
、
品
質
の
よ
い
も
の

を
追
求
し
出
荷
し
て
い
ま
す
。
市
場
へ
の
出

荷
の
ほ
か
、
観
光
農
園
で
も
あ
り
全
国
か
ら

多
く
の
お
客
様
に
お
い
で
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
昨
今
は
外
国
か
ら
の
お
客
様
も
増
え
て

い
ま
す
。
来
園
の
お
客
様
に
は
、
ご
自
宅
で

の
育
て
方
も
教
え
て
い
ま
す
。
常
に
多
肉
植

物
を
良
い
状
態
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
や
メ
キ
シ
コ
原
産
の
植
物
で
栽

培
に
は
苦
労
も
多
い
で
す
が
、
そ
の
分
喜
び

も
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
喜
び
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
今
ま
で
も
や
っ
て
こ
ら
れ
た
し
、

こ
れ
か
ら
も
や
っ
て
い
け
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。

編
集
後
記

このパンフレットは、見や
すいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。
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クローズ
アップ小諸市

錦
きんぎょくえん

玉園

児
こ だ ま

玉 賢
けんいち

一さん（66歳）

　　 華
は な え

恵さん（52歳）

飼料用トウモロコシ優良品種の選抜について
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５
年
日
記
を
始
め
ま
し
た
。
３
か
月
が
過
ぎ
１
週

間
分
、
た
め
書
き
な
ど
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
日
何
を

し
て
い
た
か
、
３
年
後
５
年
後
に
読
ん
で
い
る
こ
と

を
想
像
し
て
続
け
て
ま
す
。

　
途
絶
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
続
け
る
こ
と
が
で

き
た
５
年
後
は
、
10
年
日
記
始
め
た
り
し
て
。 （
Ｍ
）

飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
栽
培
に
つ
い
て

栽
培
上
の
留
意
点

品
種
の
特
徴


